
茨木市のDX推進について

本市では、DX（デジタル・トランスフォーメーション）を今まで以上に加速させ、With・Afterコロナを見
据えた「次なる茨木」への歩みを進めるとし、その推進にあたっては、本市ICTビジョンに基づきあらゆる分野

において取組んでいく中で、まず第一段階として、3つの分野を重点的に取組むこととしました。

情報化計画のマスタープランである「次なる茨木のためのICTビジョン」を平成30年2月に策定し、豊かさの
実感できる魅力ある次なる茨木の実現に向けて、”ゼロをプラス”に導く積極的なICT戦略を推進してきました。
そして、新型コロナウイルス感染症対策を契機とし、デジタル技術を徹底的に活用した取組のさらなる加速

が求められています。

1 茨木市DX推進に関する宣言（令和2年10月）

2 キックオフメッセージ（令和3年6月）

DXを「ICTを活用し、市民の皆さまの生活の質（QoL:ｸｵﾘﾃｨ･ｵﾌﾞ･ﾗｲﾌ）の向上をめざして、行政サービスの
提供方法を抜本的に変えること」と捉え、豊かさや幸せを実感できる心地いいまちの実現に向け、

をキーワードに動き出します！！

（令和５年６月更新）



3 DX推進ロードマップ - StartUp! Edition -（令和3年7月策定、令和5年6月更新）

DX宣言で示した「3つの重点取組分野」、「ICTを使いこなすことが困難な方への支援 」及び「推進体制の構
築」を ための５本の柱とし、重点的に取り組む施策をスタートアップと位置づけ、全庁横断的に取り
組むものと各所属が次々と変革に取り組んでいくものを明確にしました。

ロードマップは、今後、アクションプランの策定とともに詳細化していきます。

5本の柱を8つの “全庁横断型スタートアップ”と9つの“各課推進型スタートアップ“で具体化します。
DX宣言後から着実にDXがすすんでおり、新たな取組についても、 ことができるものから実現に向けて
すすめていきます。


